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　7 月 18 日 (水)～25 日 (水)( 土日除く)、マツダ本社構内及び防府工場にて、郷心会会員企業様の商
品を集め「第 9 回 郷心会＆広島うまいものフェア」を開催しました。
　このたびは、西日本豪雨災害直後の開催ということもあり、中止も視野に入れていましたが、被災され
た方々をはじめ、地域経済の活性化を支援しようという思いで、新規出展 5 社を含む、過去最大の52社
の会員企業様の商品を展示販売しました。マツダ自体の就業態勢も万全な状況でない中、これまでの売り
上げ（1 開催平均）とほぼ同額を達成し、盛況のうちに終了いたしました。

マツダ（株）本社構内 郷心会フェアのチラシ

郷心会フェアのご紹介

災害ボランティア活動中のマツダ社員

西日本豪雨災害にて被災された方々に
お見舞い申し上げます
　このたびの「平成 30 年 7月豪雨」により被災された皆様に、謹んでお見舞い申し上げます。
また亡くなられた方々に衷心よりお悔やみ申し上げます。
　郷心会、マツダ株式会社とも郷土広島の復興のために活動中です。一日も早い復旧を心よりお祈り申し
上げます。

連合会



平成30年度　通常総会開催

6 月 7 日（木）東広島郷心会を皮切りに、7 月 19 日（木）三原郷心会まで、13 郷心会で今年度の総会及び交流
会が開催されました。

　７月の豪雨災害により広島郷心会の総会・懇親会は中止しました。
　災害後に実施した三原郷心会では、総会のみの開催でした。総会の冒頭では、
黙とうを捧げるとともに、一日も早い復興を誓い合いました。

大竹郷心会 竹原郷心会 府中郷心会 呉郷心会

庄原郷心会 因島郷心会 安芸郷心会 東広島郷心会

三原郷心会 三次郷心会 福山郷心会 廿日市郷心会

尾道郷心会

京免　章 様

岡崎　五朗 様

【今年度総会について】

　東広島、因島、安芸、福山、三次、府中郷心会総会において、マツダ (株 ) 車両開発
本部　京免章様から「SKYACTIV ビークルアーキテクチャー＆人馬一体」というテー
マで講演が行われました。受講された方から、「マツダのクルマづくりの真髄を垣間見た」
「ビジネス視点の参考になった」などの感想をいただきました。

□講演会
マツダの取り組みについて

　７月３日（火）、尾道郷心会通常総会において、日本自動車ジャーナリスト協会理事
であり、日本カー･オブ･ザ･イヤー選考委員を務められる岡崎五朗様を講師に迎え、
100名様ご参加のもと講演会を開催しました。 　
　岡崎様から「自動車業界の今後の展望とマツダの強みと課題」と題して講演をいた
だきました。電気自動車や自動運転の現状認識と課題を紹介。課題解決に向けた自動
車メーカーの取り組みの中でも、マツダの考え方や商品開発を支持されていました。

自動車ジャーナリスト　岡崎 五朗様



郷心会トピックス

　日本クライメイトシステムズ様において、展示会を広島マツダ、アンフィ
ニ広島の協力により2週連続で開催しました。販売好調な「CX-8」や新型「ア
テンザ」等を展示し、貴重なお昼休みの時間にもかかわらず多数の方にマツ
ダ車をご覧いただきました。来場者からは、新型アテンザについて「内装の
質感が更に上がった感じがする」「説明を聞いたが、静粛性に関して見えない
部分まで手を入れているんですね」などの声を頂きました。CX-8 について
も「内装の質感や多彩なシートアレンジの使い勝手がいいね」と評価をいた
だきました。引き続き、マツダ車を見て、知って頂く展示会を開催していき
たいと思います。

東広島郷心会
「職域展示会」

　6月29日(金)、府中商工会議所にて今注目の食育をテーマとして、インター
ナショナルスーパーフード協会のアドバイザー花咲ゆかり様を招き「食育セ
ミナー」を開催しました。
　セミナーの内容は、「身体の仕組みを知る事！」「リバウンドの無い正しい
ダイエット」「食育に欠かせないスーパーフードの紹介」など楽しく、解りや
すくお話されました。中でも「砂糖と油の危険性」の話では皆さんメモを取
りながら真剣に聞かれていました。府中郷心会では、今後も食育セミナーを
開催していきたいと考えています。

府中郷心会
「食育セミナー」を開催！

　7月 27日 (金)、廿日市郷心会は、JAF様のご協力も頂き「交通安全講習会」
を初めて開催しました。実際の事故映像などを見ながら、解説をしていただき、
運転の怖さ、責任を改めて感じました。講習会の感想を会員様にお聞きした
ところ、「改めて、安全意識が高まりました」「大変勉強になりました」とあ
りがたいお言葉をいただきました。今後も継続的に開催し、積極的に多くの
会員様にご参加いただけるような内容にしていきたいと考えています。

廿日市郷心会
「交通安全講習会」を初開催！

　8月 8日 (水)、広島郷心会は第二回交通安全セミナーを開催しました。
　マツダ (株) 統合制御システム開発本部の久保敬也様より、安全思想に基づ
く車両開発、先進安全技術の紹介、安全健康防災推進部　広次勝幸様より、
マツダの交通安全取組みについて事例を交えながら紹介をしていただきまし
た。昨年に続き、MS＆AD インターリスク総研 (株) シニアコンサルタント
の貝塚清士様より「人はなぜ事故を起こすのか～感情をコントロールすると
交通事故は軽減できる」という内容でご講話をいただきました。100名近い
ご参加があり、皆さま熱心にメモを取られていました。受講後のアンケート
から「安全技術の進化は目を見張るものがありますが、やはり最後は運転者
によるところだというのが良く理解できた」とのご意見をいただきました。

広島郷心会
「第二回　企業リスクを軽減する交通安全セミナー」を開催！



新商品・イベント紹介

全米でトップクラスの鑑評会「ロサンゼルス・インターナショナル・スピリッツ・
コンペティション 2018」にて、廿日市発のクラフト蒸留所（SAKURAO 
DISTILLERY）で作られた「SAKURAO GIN ORIGINAL」が最高金賞
である「BEST OF GIN」に選ばれました。この賞を日本のジンが受賞す
るのは初めてのことです。
～中国醸造（株）代表取締役　白井浩一郎様のコメント～
「伝統と革新で広島から世界へ」をテーマに、製造に至るまでの開発期間
（3年間）には、「世界の人に飲んでいただける商品にしたい」という思い
から本場ロンドンを訪れ、ジンの色々な製造や食文化を学び、今年3月の
発売となりました。柑橘の香りと伝統的なジンの風味が融合したアロマが
特徴です。

「桜尾ジン（オリジナル）」が国際品評会で最高金賞受賞！ 中国醸造㈱廿日市

価　　　　格：2,160 円（税込）700ml
お 問 合 せ ：中国醸造株式会社
T　　E　　L：0829-32-2111
ホームページ：https://www.chugoku-jozo.co.jp/2018/01/sakuraogin/

　広島県内最大のいちじくの産地である尾道。向島町の万
汐農園では、「しまなみ海道から、自然の恵みを食卓に。」
を合言葉に四季折々の農産物を自然栽培しています。
　秋は「海辺のいちじく狩り探検」を11月上旬ごろまで開催。
いちじく食べ放題のほか、ジャムやジュース作り体験ができ
ます。また平地で歩き易い広い園内ではクイズラリー等のジャ
ングル探検もお楽しみいただけます。

無農薬で安心安全！　海辺のいちじく狩り探検 万汐農園尾道

価　　　　格：食べ放題コース (30 分 )・・・大人 1,500 円／小学生 1,300 円
　　　　　　　お持ち帰りコース・・・100ｇ当り 140円
　　　　　　　（前日までの予約制、電話またはホームページからお申込みください）
お 問 合 せ ：万汐農園　尾道市向島町 2387-2
T　　E　　L：0848-44-1645
ホームページ：http://www.manchou3.com/guide/itiziku/

　1975 年 2月、郷心会は「広島はマツダのふるさと」を合言葉
に地元広島の繁栄と住みよい郷土を作ることを念願として、広島
商工会議所の歴代会頭経験者 7 名が発起人となり発足しました。
記念すべき第1号郷心会だよりは1976年4月に発刊されました。
　記事の中に「町で見かけたトラブル車を修理する」チームの紹
介があります。このチームは「バイマツダ運動へのご協力に感謝
する気持ちを込めて」1975年に結成されました。現在は「巡回サー
ビス」という名で会員企業様への安全講習会、体験会などを通じ
て安全の重要さをお伝えする活動などを継続しています。

温故知新　～back to the 郷心会～

郷心会だより 第１号

今号より、皆さまに「郷心会だより」のルーツを知って
いただくことを目的に、過去の記事を振り返り、ご紹介
していきます。
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